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中
に
は
、「
デ
ザ
イ
ン
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良
く

な
っ
た
ね
」「
読
み
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す
く
な
っ

た
」な
ど
の
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せ
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、皆
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ま
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お
り
ま
す
。

　こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
、村
議
会
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、北
中
城

村
を
よ
り
良
い
村
へ
皆
さ
ま

と
一
緒
に
築
き
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、い
つ
で
も
村
議
会

議
員・議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　今
後
と
も
、ご
愛
読
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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議会の主な動き（6月～8月）
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・北中城村交通安全推進協議会（６月５日）
・中城北中城消防組合臨時議会（６月６日）
・一般社団法人北中城村シルバー人材センター
  定期総会（６月７日）
・沖縄「平和の礎」名前を読み上げる集い（６月８日）
・第４回６月定例議会（６月９日～２０日）
・一般社団法人北中城村観光協会定時総会（６月１５日）
・第３９回ふれあいクリーンアップ大作戦（６月１８日）
・沖縄全戦没者追悼式（６月２３日）
・沖縄県緑化推進委員会北中城村支部定期総会
 （６月３０日）
・北中城村商工会の「地元産品奨励及び地元企業
  優先使用」の要請受け入れ（７月３日）
・北中城村育英会理事会（７月３日）

・北中城村交通安全推進協議会（６月５日）
・中城北中城消防組合臨時議会（６月６日）
・一般社団法人北中城村シルバー人材センター
  定期総会（６月７日）
・沖縄「平和の礎」名前を読み上げる集い（６月８日）
・第４回６月定例議会（６月９日～２０日）
・一般社団法人北中城村観光協会定時総会（６月１５日）
・第３９回ふれあいクリーンアップ大作戦（６月１８日）
・沖縄全戦没者追悼式（６月２３日）
・沖縄県緑化推進委員会北中城村支部定期総会
 （６月３０日）
・北中城村商工会の「地元産品奨励及び地元企業
  優先使用」の要請受け入れ（７月３日）
・北中城村育英会理事会（７月３日）

A Sustainable,
Progressive and
Rural village with sunrise views

・農を活かした健康・福祉の里づくり推進事業
 第一段階予定地安全祈願地鎮祭（７月４日）
・令和５年度北中城村青少年育成村民大会（７月６日）
・第５回７月臨時議会（７月１２日）
・中城北中城共同まちづくり住民説明会（７月２１日）
・第２７回しまくとぅば語やびら大会（７月２２日）
・中城北中城消防組合消防庁舎建設事業安全祈願
 祭（７月２６日）
・中城北中城消防組合臨時議会（７月２７日）
・葛巻町青少年姉妹町村訪問研修団歓迎会（８月７日）
・沖縄県商工会連合会設立５０周年記念事業「地域
 経済活性化サミット」（８月９日）
・宜野座村議会議員行政視察研修受け入れ
 （８月１８日）
・北中城村都市計画審議会（８月３１日）　など

・農を活かした健康・福祉の里づくり推進事業
 第一段階予定地安全祈願地鎮祭（７月４日）
・令和５年度北中城村青少年育成村民大会（７月６日）
・第５回７月臨時議会（７月１２日）
・中城北中城共同まちづくり住民説明会（７月２１日）
・第２７回しまくとぅば語やびら大会（７月２２日）
・中城北中城消防組合消防庁舎建設事業安全祈願
 祭（７月２６日）
・中城北中城消防組合臨時議会（７月２７日）
・葛巻町青少年姉妹町村訪問研修団歓迎会（８月７日）
・沖縄県商工会連合会設立５０周年記念事業「地域
 経済活性化サミット」（８月９日）
・宜野座村議会議員行政視察研修受け入れ
 （８月１８日）
・北中城村都市計画審議会（８月３１日）　など

　９月定例議会（決算議会）で上程された決算書は、令和４年４月１日～令
和５年３月３１日までに執行した事業の歳入・歳出審査が主である。一般会
計については、決算審査特別委員会を設置し議長を除く全議員で審査、特
別会計については、所管する常任委員会で審査した。結果、今回は指摘事
項もなく全ての決算書が全会一致で認定された。
　実は、昨年の9月定例議会においては、3年連続同様な指摘事項があり

早々に改善策を講じて対処するよう附帯意見を付して認定した経緯がある。
　その附帯意見に対して当局は直ちに改善に取り組んだことを文書で議会へ報告があった。
これまで何度か附帯意見を付して認定したことがあるが、議会へ報告書が提出されたこと
は私の記憶では一度もなく今回が初めてである。
　議会で指摘された事項について早々に改善策を講じたことが今回の結果に繋がったので
しょう。これからもしっかりと監視をしていきたい。

議長の
部屋

北中城村議会議長
比嘉 義彦

令和５年9月定例議会を振り返って
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■目次
特集：あの事業を追え！
令和５年度補正予算・令和４年度決算質疑
監査意見、決算歳入歳出状況
所管事務調査・政務活動報告
一般質問一覧表
一般質問
議長の部屋・議会の主な動き・編集後記

2～3P

4～5P
6～7P
8P

９～19P
20P

●

●

●

●

●

●

~QRコードの読み取り方法~
（1）カメラアプリや
　 QRコード読み取りアプリを起動する
（2）カメラをQRコードに向ける
（3）表示されたリンクを押す
※機種によって操作方法が異なります。

表紙
隠し文字
表紙
隠し文字

答え！答え！

ミンナノ  シアワセ  イノル  ムラ

News from
　　Kitanakagusuku
　　　　village council 北

中
城
村
議
会
だ
よ
り 

第
1
0
7
号

北
中
城
村
議
会
議
長

発
行
責
任

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

編

集

２
０
２
３
年
11
月
27
日
発
行

〒
９
０
１
‐
２
３
９
２ 

沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
喜
舎
場 

４
２
６
‐
２
　（
T
E
L
・
F
A
X
）０
９
８
‐
９
３
５
‐
４
８
４
８
　（
印
刷
）株
式
会
社 

琉
球
若
草

（
委
員
長
）
喜
屋
武 

功
　（副
委
員
長
）
平
安
山 

和
美
　

（
委
　員
）
比
嘉 

悟
・
比
嘉 

正
志
・
川
上 

龍
太

編
集
委
員

9月
定例議会

令和５年

107号
2023年
11月発行

きたなかぐすくそん

北中城村

議
会
だ
よ
り



北中城村公営墓地
　沖縄県は他府県と違い、個人墓地を容認してき
た経緯から、墓地が散在化し生活衛生並びに景
観上の様々な問題が生じていた。
　そこで、平成２３年３月に「北中城村墓地基本計
画」が策定され、住民調査により約５割の世帯で
公営墓地が必要ということが明らかになり、墓地、
火葬場などの経営の許可などに関する事務が県
から市町村自治体に権限移譲されたこともあっ
て、公営墓地の整備が進められていった。
　令和４年７月に、北中城村公営墓地は供用開始
し、墳墓地、納骨堂、合蔡室を備え、墓地や納骨管
理が困難な住民に対して、村が使用許可申請その他管理事務などを行う
ことになった。
　墳墓地は全３６４区画、第１期５０区画の７年計画で全区画の整備予定
である。
　供用開始後、地域住民からの多様な意見があったことから公営墓地整
備検討委員会に新たに有識者を招き、より利用者にとって利便性が感じ
られるよう取組まれている。
　議会でも、住民からの多様な意見要望を受け、開園日と開園時間の拡
大が図られ、他、駐車スペースの課題や生前墳墓の建立についての要望
も多数寄せられている。

①植物ごみ資源化ヤード運営業務② 公営墓地運営業務

村民の声村民の声

狩俣 富男さん
島袋在住

　親の墓が遠方にあったこと
から、数年前から住み慣れた
北中城村に墓を移したいと
思っていた。北中城村が公営
墓地を整備するという話を聞
き応募した。公営という信頼
性もあり安心感がある。今年
のお盆も自宅から近い公営
墓地でお参り出来て感謝し
ています。

検証シリーズ検証シリーズ

あ
の
事
業
を

あ
の
事
業
を追
え
追
え！！

植物ごみ資源化ヤード
　平成24年に村直営事業から始まった植物ごみ資
源化ヤード運営業務だが令和２年７月から運営方式
を変え、EM研究機構が指定管理で運営している。
　主に一般家庭や公園、街路から排出される草木な
どの植物ごみをチップ化し発酵処理することで堆肥
の生産を行い、その堆肥は村民に還元している。
　直営時の場合の年間草木搬入量が約100トン前
後であったものが令和４年の実績では10倍の約
1,000トンにまで伸ばしている。
　これまでの青葉苑での焼却処分で考えると、処理
費用が１トン当たり31,000円前後なので、換算する
と約3,100万円の費用対効果が出ている。
　しかし、シロバナセンダングサやツルヒヨドリなど
搬入できない植物がいくつかあり、また土日祝祭日
が定休日なので、搬入植物の枠と営業日枠の拡大
が望まれている。

村民の声村民の声

徳村 昌厚さん
熱田在住 熱田自治会長

　資源ごみの活用について
は、植物ごみが主流だが、ツ
ルヒヨドリなどの課題につい
て、もっと住民に周知する必
要がある。また、家庭ごみか
ら排出される油や生ごみな
どの活用方法も工夫し、特に
排食用油からの生成燃料、生
ごみ再生肥料など地域に還
元できる仕組みを作り、循環
型社会へと進めてほしい。

安里 喜隆さん
大城在住

　家庭の資源ごみを個人で
搬入しているが、木を60cm
に切断するなど、住民の手間
や費用がかかり、気軽に搬入
しにくい。チップは質が良いの
でその価格を上げるなど工夫
をして、公費で役場やシル
バー人材センターがその処
理を行ってほしい。

名嘉真 良治さん
安谷屋在住

　是非、生前の墳墓建立が
出来るよう願う。北中城村に
住むものとして、安心して最
期に眠る場所も北中城村と
思っており、子どもには迷惑
をかけずに墓を建てたいと
いう考えがある。公的サービ
スを提供するにあたり多様な
意見や要望も汲み取ってい
ただきたい。

崎原 こずえさん
屋宜原在住

　自宅の裏に山があり、台
風の度に大量の草木が道路
に散乱し大変です。ご近所同
士で片付けをした草木をト
ラックで引き取ってくれるの
で助かります。前もって連絡
して袋詰めすれば取りにも
来るのでさらに助かります。
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進
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進
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。
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進
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進
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事業を検証し 成果の確認と今後の対応を考える！事業を検証し 成果の確認と今後の対応を考える！



　
こ
の
件
は
全
国
的
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、国
の
動
向

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

年
内
も
し
く
は
年
度
内

に
何
ら
か
の
方
針
、水
質
基

準
が
国
か
ら
提
示
さ
れ
る

の
で
は
と
聞
い
て
い
る
。

全
庁
的
な
職
員
の
数
が
限

ら
れ
て
い
る
の
で
福
祉
課
の

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。

P
F
A
S
の
対
応
ど
う
な
っ

て
る水

質
検
査
業
務
に
つ
い

て
※
P
F
A
S
の
対
応
は
。

年
に
２
回
、P
F
A
S 

P
F
O
A 

P
F
H
x
S
の

検
査
を
瑞
慶
覧
配
水
系
、

島
袋
配
水
系
、基
地
配
水

系
、安
谷
屋
配
水
系
、喜
舎

場
・
仲
順
配
水
系
、大
城
配

水
系
、熱
田
配
水
系
の
末

端
部
で
実
施
し
て
い
る
。

ど
れ
く
ら
い
の
数
値
に

な
っ
て
い
る
か
。

１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
に

な
っ
て
い
る
。

外
国
で
は
０
．０
０
４
ナ

ノ
グ
ラ
ム
以
下
に
抑
え
る

話
も
出
て
い
る
。

徴
収
努
力
が
必
要

村
税
の
収
入
未
済
額
が

前
年
度
比
で
増
え
て
い
る
が
。

所
得
の
急
増
及
び
特
別

徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
異

動
者
の
増
が
要
因
で
、固
定

資
産
税
は
、土
地
の
評
価
替

え
に
よ
る
調
定
増
が
主
な

要
因
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
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き
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っ
た
戸
別
訪
問
や
財
産
の

差
し
押
さ
え
も
強
化
す
る
。
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今
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が
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か
。
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。
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績
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情
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利
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助
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い
る
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績
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数
は
１
６
８
名
、１
，１
１
８

件
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っ
て
い
る
。
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で
き
て
い
な
い
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案
に
対
し
て
今
後
ど
う
進

め
て
い
く
か
。

相
談
全
て
に
対
応
で
き

る
よ
う
体
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を
取
り
た
い
。

本
来
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規
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で
社

会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
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を
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置
し
て
、そ
の
職
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を
中
心
に
会
計
年
度
任

用
職
員
、派
遣
職
員
を
う
ま

く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
業

務
を
進
め
た
い
と
思
う
が
、

令和4年度決算
ここを 問う！

決算特別委員会において様々な質疑が行われました。
抜粋要約して掲載しています。

監査委員の
意見

■改善・検討事項
　（抜粋）

代表監査委員
島田 聡子

　令和４年度の一般会計・国民健康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・水道事業会計・下水
道事業会計については、決算状況を審査するため、決算審査特別委員会並びに各常任委員会に付
託され、質疑、討論、採決の結果、原案の通り全会一致で認定されました。
　令和４年度の一般会計の決算額は、歳入総額９２億５,６２８万円、歳出総額８８億１,９６５万円とな
り、※①繰越財源を差し引いた実質収支は４億１,７７５万円の黒字となりました。
　自主財源の柱である村税は２７億８21万円で前年度比４．１％の増、ふるさと応援寄附金も２億３,
６２４万円で前年度比３．１％の増になっている。

一般会計補正予算(第4号) ・補正額 6億2,424万円 
■総額94億3,762万円
一般会計補正予算(第5号) ・補正額 100万円 
■総額94億3,862万円

後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)
・補正額 316万円 ■総額2億4,562万円
水道事業会計補正予算(第2号）
・事業収益 2,100万円
・水道事業費用 20万円
下水道事業会計補正予算(第2号)
・下水道事業費用 10万円

　令和５年第６回９月定例議会は、
９月８日～２６日までの19日間の会
期で開かれました。
　村提出議案は、条例の改正補正予
算など、認定５件、報告４件、同意６
件、議案９件、審議の結果、全て原案
の通り可決しました。尚、一般質問は
１１名の議員が登壇し行政を質しま
した。

令和5年度 一般会計補正予算

主
な
事
業

問問

問問問

答答

答 問答 問

答答

答
※PFAS（ピーファス）とは、４７３０種を超える有機フッ素化
合物の総称で、自然界で分解しにくく人体への有害性が指摘
されている。消火剤やフライパンのコーティング剤として使
われてきた。国内でも２０２１年までに法令で製造と輸入を原
則禁止した。しかし、日本各地の河川や地下水から検出され、
特にPFAS汚染が深刻なのが沖縄と言われており、国、行政
に対して詳細な調査や対策強化を求めている。

・道路街灯修繕費
・北中城村伝統芸能活動団体補助金
・多目的交流施設導入機能調査業務委託料
・基地内文化財発掘調査等委託料

１５９万円
１００万円
７６１万円
2,278万円

令和４年度
一般会計
４億１,７７５万円
（実質収支）

①繰越財源：年度内に支出することが出来ない経費について、特別に翌年度１年間に限り繰り越して使用することができる財源。
②臨時財政対策債：地方財政の不足額を補填するために、地方公共団体が特例として発行してきた地方債。
③特定目的基金：特定の目的の為に資金を積み立てる為に設置される基金。北中城村では一般廃棄物処理施設建設基金、公営墓　
地基金、公共施設整備基金などがある。

用語説明

2億3,624万円27億821万円
村税 ふるさと応援寄附金

◆村税〖27億８２１万円〗
個人・法人村民税それぞれの義務者数・申告数の増、新
型コロナ特例措置解除等により前年度比４.１％の増。
◆地方交付税〖１５億1,461万円〗
※②臨時財政対策債の減額の影響により、基準財政需
要額が増となったことから、財源不足分として交付金が
前年度比９.１％の増。
◆国庫支出金〖１８億6,514万円〗 
令和３年度の住民税非課税世帯等及び子育て世帯へ
の臨時特別給付金事業が終了したことによる影響で前
年度比２２.４％の減。
◆村債〖１億5,657万円〗
国の地方財政施策として※②臨時財政対策債の発行
を抑制したため前年度比７１.７％の大幅に減。

■歳入の状況
◇総務費〖１９億3,389万円〗
※③特定目的基金の拡充及び新設により前年度比
８．６％の増。

◇衛生費〖７億5,705万円〗
主に公営墓地関連工事の完了により前年度比２２.８％
の減。

◇教育費〖１０億2,848万円〗
島袋小学校増築工事及び北中城小学校防音機能復旧
工事の完了で前年度比２２.８％の減。

◇民生費〖33億7,955万円〗
住民税非課税世帯及び子育て世帯への臨時特別給付
金事業の縮小や特定教育保育施設運営負担金（認可
保育所）の減少により前年度比７．２％の減。

◇補助費等〖１５億5,314万円〗
電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業や
地域通貨運営負担金、マイナンバーカード普及促進事
業の影響で前年度比２１.８％の増。

■歳出の状況

黒
字
決
算
を
認
定

各会計の決算状況と採決の結果

歳入 歳出 採決の結果
5億8,217万円

0円
３億7,521万円
１億9,065万円

5億1,592万円
5,975万円

３億3,841万円
２億3,636万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

下水道事業

全員賛成

全員賛成

区分

21億4,105万円

2億3,386万円

22億4,270万円

2億3,208万円

全員賛成

全員賛成

区分
一般会計

歳入 歳出 採決の結果

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療保険

特
別
会
計

92億5,628万円 88億1,965万円 全員賛成 　地方自治法第２３４条第５
項の規定により、地方公共
団体の契約は、契約の相手
方とともに「契約書」に記名
押印しなければならないと
あるが、契約の方式につい
ては、電子印なども含めて
現在多様な様式が取られて
いることから、契約規則のあ
り方も含め調査検討し、適
切な事務処理を行うこと。

◆契約書の作成に
　ついて

　予算執行状況として、一
部、繰越金が多い団体が見
られた。昨年度に引き続き
コロナ禍の影響で事業の執
行が難しい状況が見受けら
れた。
　また、村からこれまで補助
金を受け監査対象の３２団
体中、６団体については補
助金申請がなかった。担当
課としては、引き続き補助金
の活用、実績をしっかり精査
し、積極的に指導や助言を
行い、各種団体の保護育成
を図り団体の活発な活動を
遂行させることを求める。
　令和４年度から新たにシ
ルバー人材センターが補助
金を受けている。シルバー
人材センターについては、
会員の獲得、業務の拡大、
用具の充実化を図り、円滑
な事業運営が図られるよう
更なる自主努力が必要であ
る。今後とも担当課における
指導・支援の強化を望む。

◆財政援助団体に
　ついて

〈4〉〈5〉

令和5年度補正予算 令和4年度決算質疑令和４年度決算 村民の税金は こう使われた



議員全員協議会

政務活動費活用の研修及び調査報告

①海洋深層水を活用した事業の取り組みについて
②ふるさと納税の取り組みについて
③民泊事業の取り組みについて

研修内容：

地域の資源や繋がりを活かした取り組みを進めて
いる久米島町を視察し、本村の今後の事業等へ活
かすため、直接、担当職員と意見交換を行う。

研修目的：

令和５年２月２１日（火）～２２日（水）視察期間：
久米島町役場、島内施設視察研修場所：

比嘉義彦議長、喜屋武すま子副議長、比嘉義弘議員
上間堅治議員、屋良朝春議員、川上龍太議員

参加議員：

自治体財政
①財政基礎（歳入編）
②財政基礎（歳出編）
③財政健全化のための基礎的課題

研修内容：

研修を通し議員個々の資質向上と学んだ内容を
本村の事業等へ活かすため。

研修目的：

令和５年２月６日（月）～７日（火）視察期間：
地方議員研究会（東京都千代田区）研修場所：

名幸利積議員参加議員：

※NFTとは、「Non-Fungible-Token」代替不可能
な認証デバイスという意味を持ち、デジタルデータ
に資産価値が付きそれを取引する。

令和５年10月11日■研修日：
北中城村役場大会議室■研修場所：

農林水産課長
農林水産課職員２名

建設課長、建設課職員３名

■説明者：〈③④〉

〈⑤⑥〉

令和５年９月２０日■調査日：

研修会
議員全員による

（研修事項）

　令和5年の10月からふるさと納税のルールが改正さ
れ、返礼品は付随費用も含めて寄附額の５割以下に抑え
られる。これまでも送料負担で厳しい環境にあった沖縄・
離島地域においては、ふるさと納税受入額の拡大は大き
な課題であった。
　そこで、NFTを利用したデジタル住民票を発行し関係
人口（関わる人）を増やし、返礼品だけの関係性だけでな
く、村づくりへの参画や体験、観光などを通して関係性を
深めて人流を生んでいく。そこから開発予算を創出し独
自の経済システムや資金循環を生み出していくという新
しい地方創生の試みになるという内容でした。
　また、その仕組みで得た財源で、村が抱える課題や新
たな事業にも振り分けて進めていくことが出来るという
一石二鳥の取組みでした。

□概要：

　令和５年８月２日に本島に接近した台風６号はいったん
は通過したものの再度本島に上陸し県内各地域や北中
城村でも多くの被害をもたらした。
　今回調査した被害箇所は、台風の影響もあるが、構造
物が老朽化していたことも被害を大きくしたといえる。
　北中城中学校グラウンド・フェンスは全て倒れていた。
漁業組合貯蔵施設は屋根の半分が飛ばされていた。
　また、しおさい公苑フェンスは長さ７０ｍにわたってな
ぎ倒されていたが、安全上すぐに修繕されていた。

□概要：

令和５年９月１５日■ 調 査 日：
①北中城中学校体育館ドア
②グラウンド・フェンス

■調査場所：

教育総務課長  
教育総務課職員２名

■ 説 明 者：

※NFTを活用した
　　ふるさと納税の拡大策

建設文教常任委員会

所管事務調査
常任委員会の

（調査事項）

令和５年８月の
　　台風６号の被害状況

●
名
幸
利
積
議
員

　今
回
の
研
修
で
改
め
て
自
治
体
財
政
の

重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

講
師
は
財
政
を
家
計
に
例
え「
地
方
税
は

（
給
与
）、地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
は

（
仕
送
り
）、地
方
債
は（
借
金
）」と
理
解

し
や
す
か
っ
た
。地
方
交
付
税
で
は
、地
方

税
と
の
関
係
で「
単
に
交
付
税
に
頼
ら
な

い
自
治
体
が
望
ま
し
い
」と
考
え
て
い
た

が
、そ
の
理
由
は「
留
保
財
源
」に
あ
り
、そ

の
先
に「
交
付
税
に
頼
ら
な
い
自
治
体
が

望
ま
し
い
」と
い
う
こ
と
を
再
確
認
で

き
た
。

　議
員
初
当
選
の
頃
は
行
財
政
改
革
の
頃

で
、お
の
ず
と
行
政
、議
会
、村
民
が
村
財

政
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。し
か
し
、

時
が
経
つ
に
つ
れ
そ
の
関
心
が
薄
れ
て
来

た
よ
う
に
感
じ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
交

付
金
等
が
地
方
に
分
配
さ
れ
た
が
、そ
の

多
く
が
借
金
。そ
も
そ
も
世
界
一
の
借
金

大
国
の
日
本
。今
後
も
防
衛
費
増
額
の
財

源
も
増
税
で
、国
民
に
負
担
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
く
る
。そ
ん
な
中
、ど
う
財
政
を

や
り
繰
り
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
さ

せ
る
こ
と
な
く
継
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、

執
行
部
だ
け
で
は
な
く
我
々
議
会
も
そ
の

判
断
が
問
わ
れ
る
。議
会
で
予
算
や
決
算

を
審
査
す
る
場
合
、新
規
事
業
や
ハ
ー
ド

事
業
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、も
っ
と

財
源
や
性
質
に
も
注
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

③北中城村漁業組合貯蔵施設屋根
④貯蔵施設裏手ドア
⑤しおさい公苑東側フェンス
⑥村道南部延伸線167号線
　植栽とカーブミラー

■調査場所：

自
治
体
財
政
の
所
見

①
海
洋
深
層
水
を
活
用
し
た
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
所
見

●
喜
屋
武
す
ま
子
副
議
長

　
世
界
は
、地
球
温
暖
化
で
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
水
不
足
、食
糧
難
へ
の
備
え
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。久
米
島
町
で
の
試
み
は
、

こ
の
島
の
意
気
込
み
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力

に
力
強
さ
を
感
じ
た
。

●
上
間
堅
治
議
員

　
実
証
実
験
を
民
間
企
業
、大
学
と
取
り
組

み
、事
業
化
す
る
こ
と
に
よ
り
町
の
雇
用
拡

大
に
繋
げ
る
取
り
組
み
を
行
い
、雇
用
に
対

し
て
は
外
国
人
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

所
見

●
比
嘉
義
彦
議
長

　
本
村
同
様
、県
内
外
へ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
で
あ
る

が
、町
長
自
ら
広
告
塔
に
な
り
情
報
発
信

し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

●
屋
良
朝
春
議
員

　
ほ
と
ん
ど
が
久
米
島
産
の
商
品
で
、我
が

村
も
自
村
生
産
に
力
を
入
れ
て
久
米
島
町

の
よ
う
に
納
税
額
を
そ
の
ま
ま
行
政
に
反

映
さ
せ
た
い
。

③
民
泊
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
所
見

●
比
嘉
義
弘
議
員

　
久
米
島
在
住
の
外
国
人
と
連
携
し
た
取

り
組
み
が
素
晴
ら
し
く
、我
が
村
も
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
川
上
龍
太
議
員

　
本
村
で
も
、や
り
方
次
第
で
は
取
り
入
れ

る
こ
と
が
可
能
だ
と
感
じ
た
。村
役
場
、地

域
、各
種
団
体
が
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

良
い
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

先進地事例を村に活かす！

〈6〉〈7〉

聞く！応える！調査する！



　
土
地
の
所
有
者
が
分
か

ら
な
い
場
合
に
村
当
局
は

所
有
者
の
情
報
を
自
治
会
長
へ

情
報
提
供
で
き
る
の
か
。

　
土
地
の
所
有
者
本
人
以

外
に
は
情
報
提
供
し
て
い

な
い
。　

土
地
の
所
有
者
情
報
が

分
か
る
と
こ
ろ
に
対
し
て

は
自
治
会
長
が
対
応
す
る
。所
有

者
情
報
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

に
対
し
て
は
村
当
局
で
対
応
し
、

そ
の
後
、自
治
会
長
へ
情
報
提
供

を
行
う
。こ
の
よ
う
な
対
応
は
可

能
か
。　

関
係
機
関
に
所
有
者
情

報
を
調
べ
る
と
い
う
手
続

き
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
、

自
治
会
長
会
で
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
中
部
地
区
で
指
定
ご
み

袋
に
取
っ
手
が
付
い
て
い

な
い
市
町
村
は
。

　
中
部
地
区
で
指
定
ご
み

袋
に
取
っ
手
が
付
い
て
い

な
い
市
町
村
は
、北
中
城
村
の
み
。

　
沖
縄
市
の
ご
み
袋
と
比

較
し
た
場
合
、横
幅
は
短

い
も
の
の
マ
チ
が
つ
い
て
お
り

膨
ら
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

取
っ
手
が
付
い
て
い
る
の
で
縛

り
や
す
い
。変
更
す
る
事
に
抵
抗

の
あ
る
住
民
も
い
る
か
と
思
う

が
、取
っ
手
付
き
ご
み
袋
へ
の
移

行
は
賢
明
で
は
な
い
か
。

　
高
齢
者
の
方
々
か
ら

取
っ
手
付
き
ご
み
袋
へ
の

問
い
合
わ
せ
が
何
件
か
来
て
い
る
。

ご
み
袋
の
手
数
料
の
改
定
も
考
え

て
い
る
の
で
※
廃
棄
物
減
量
化
推

進
審
議
会
の
意
見
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
村
内
で
最
も
長
時
間
停

電
し
た
地
域
は
。

　
荻
道
地
区
で
８
月
１
日

明
け
方
か
ら
８
月
７
日
14

時
頃
ま
で
と
聞
い
て
い
る
。

　
沖
縄
市
で
は
充
電
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
市
民

に
携
帯
電
話
の
充
電
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
本
村

の
対
応
は
。

　
８
月
４
日
に
役
場
会
計

課
前
に
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
と
、ト
イ
レ
開
放
を

行
っ
た
。　

今
回
の
停
電
が
長
引
く

よ
う
な
災
害
が
あ
っ
た
場

合
、村
内
に
在
る
施
設
ホ
テ
ル
の

ス
パ
や
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
入
浴

施
設
の
使
用
に
助
成
金
を
出
し

た
り
、村
民
体
育
館
の
シ
ャ
ワ
ー

室
を
無
料
開
放
し
た
り
出
来
な

い
か
。

内容量は取っ手が付いてもほとんど変わらず

星座
みずがめ座

血液型
Ａ型

居住地
喜舎場

用
語
説
明

※
廃
棄
物
減
量
化
推
進
審
議
会
と
は
、一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
村
長
の
諮
問
に
応
じ
調
査
、審
議
す
る
。村

民
・
事
業
者
・
学
識
経
験
者
・
村
職
員
等
１０
名
以
内
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
。

答

　
包
括
協
定
の
中
で
、そ

う
い
っ
た
施
設
の
提
供
は

可
能
だ
と
思
う
。

　
慣
れ
親
し
ん
だ
ご
み
袋

か
ら
取
っ
手
付
き
ご
み
袋

へ
変
え
る
時
に
住
民
の
不
安
や

懸
念
も
理
解
で
き
る
。住
民
の
意

見
を
聞
く
、そ
う
い
う
場
を
設
け

る
必
要
性
は
。

　
ご
み
袋
手
数
料
の
改
定

と
取
っ
手
付
き
へ
の
変
更

も
含
め
て
住
民
懇
談
会
を
開
催

し
て
話
を
聞
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

本村指定ごみ袋へ
取っ手の取り付けを
村長　手数料の改定も含めて検討していく

問

答

台
風
６
号
へ
の
対
応
は

空
地
の
環
境
整
備
は

問問

問問

問

問問 答

答

答

答

答答

比嘉 正志　議員
ひが　　  まさし

〈9〉

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈8〉

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

①喜舎場地区の地すべり区域等に
　関して
②放置車両について
③中部広域都市計画区域への移行等
に関して

14P

ひ
が 

　  よ
し
ひ
ろ

比
嘉 

義
弘
　議
員 ①台風６号への対応について

②指定ゴミ袋へ取っ手の取り付けにつ
いて
③空地の環境整備について

9P

ひ
が
　    

ま
さ
し

比
嘉 

正
志
　議
員

①放課後児童クラブについて
②認可（外）保育施設について
③中学生通学バスについて
④小学生通学バスについて

山
田 
晴
憲
　議
員

や
ま
だ 
　は
る
の
り

16P

インターネット中継　録画配信もやっています
議会に来ませんか

村政を問う！
令和5年9月　定例議会

●各議員氏名上のQRコードから
　動画がご覧いただけます

●一般質問の議会要約文は本人執筆、
　議会広報委員会でチェックして掲載

●村の様々な取組や課題等について､議員が
　提案も含めて､村に考えを聞くのが｢一般質問」

一般質問者
14名中、11名が登壇しました

①ハワイとの姉妹都市締結について
②小学校英語教育について
③役場職員の業務と人員配置につ
いて

10P

ひ
が
　  さ
と
る

比
嘉 

悟
　議
員

①ごみの減量化
②避難所開設のあり方

上
間 

堅
治
　議
員

う
え
ま
　  け
ん
じ

13P

①火葬需要増への対応について
②あやかりの杜施設の利用について
③統計課の設置含め統計業務の充実
化について

④村キャラクターマスコットの効果と検
証について

⑤北中城村オーガニックビレッジ宣言

喜
屋
武 

功
　議
員

き
ゃ
ん
　 

　い
さ
お

11P
①若年妊娠について

平
安
山 

和
美
　議
員

へ
ん
ざ
ん 

　  か
ず
み

17P

①小中学校の部活動・スポーツ団につ
いて
②学校給食の運営状況について
③ＮＦＴを活用した新たな地方創生に
ついて

川
上 

龍
太
　議
員

か
わ
か
み
　り
ょ
う
た

19P

①村道の街灯について
②#８０００について

屋
良 

朝
春
　議
員

や
ら 

　  と
も
は
る

15P

①地域住民に親しまれる地区公民館
の運営について
②災害時の高齢者の避難対応につ
いて
③ハワイ・マウイ島火災支援について

大
城 

律
也
　議
員

お
お
し
ろ
　 り
つ
や

12P
①学校給食費無償化について
②上原山（イイバルザン）の土砂災害に
ついて
③昼食時間（昼窓業務）の業務の拡大
について
④観光周遊バス実証実験について

喜
屋
武 

す
ま
子
　議
員

き
ゃ
ん

　
　す
ま
こ

18P



　
村
内
外
各
地
域
で
火
葬

需
要
が
増
加
し
、火
葬
待

ち
で
平
均
4
〜
5
日
、長
く
て

約
1
週
間
待
ち
な
ど
の
状
況
に

あ
る
。

　
こ
の
数
年
、死
亡
者
数
が
村
全

体
、県
全
体
で
も
増
え
て
い
る
状

況
に
加
え
、2
0
2
5
年
問
題
と

言
い
、団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
、多
死
社
会
な
ど
、火

葬
需
要
の
増
加
は
、前
々
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

　
火
葬
場
の
な
い
我
が
村
は
、長

期
の
火
葬
待
ち
に
よ
る
安
置
費

用
が
増
大
し
、火
葬
場
の
予
約
枠

の
減
や
予
約
日
の
制
限
、燃
料
高

騰
に
よ
る
火
葬
料
の
値
上
が
り

な
ど
、負
担
増
は
深
刻
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、具
体
的
に
村
当
局

が
動
か
な
か
っ
た
し
わ
寄
せ
が

村
民
に
き
て
い
る
。

　先
日
、宜
野
湾
市
と
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。村

と
し
て
も
広
域
火
葬
場
建
設
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

火葬需要増への対応急げ
村長　広域火葬場建設に向けて検討したい

と
め
る
べ
き
だ
が
。

　既
存
の
施
設
を
保
有
し

て
い
る
市
町
村
と
の
協
議

に
つ
い
て
も
議
員
の
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
、そ
れ
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
。

　
日
本
は
O
E
C
D
加
盟

国
中
で
農
薬
の
使
用
率
は

1
位
、食
品
添
加
物
の
許
可
数
、

使
用
料
も
１
位
、言
わ
ば
農
薬
立

国
だ
。し
か
し
、農
林
水
産
省
は

2
0
5
0
年
ま
で
に
、国
内
の
有

機
農
業
の
取
組
面
積
を
全
農
地

の
25
%
に
拡
大
す
る
と
目
標
値
が

設
定
さ
れ
た
。

　
現
在
、村
と
E
M
研
究
機
構
が

主
体
に
な
り「
農
を
活
か
し
た
健

康
・
福
祉
の
里
事
業
」を
進
め
て

い
る
が
、そ
れ
と
連
動
し
て
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
す

べ
き
と
考
え
る
。

需要が増えている火葬施設

用
語
説
明

※
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
と
は
、国
の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」を
踏
ま
え
、有
機
農
業
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
、農
家

や
事
業
者
、地
域
内
外
の
住
民
等
を
含
め
、環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
農
業
の
取
組
み
を
進
め
る
市
町
村
を
指
す
。市
町
村
長
が
宣
言
す
る
。

問

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
対
す

る
土
壌
が
根
付
い
て
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
な
か

な
か
踏
み
込
め
な
い
が
、E
M
研

究
機
構
が
農
を
活
か
し
た
健
康
・

福
祉
の
里
事
業
の
中
で
、オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
を

展
開
し
て
い
く
と
思
う
の
で
、そ

う
い
っ
た
も
の
が
醸
成
さ
れ
れ

ば
、我
々
も
一
緒
に
い
け
る
の
で

は
と
思
う
。

　

　
現
状
と
し
て
、安
置
費

で
1
日
1
万
円
か
ら
2
万

円
、ド
ラ
イ
ア
イ
ス
代
1
日
1
万

円
か
ら
1
万
5
千
円
。そ
れ
に
火

葬
料
が
あ
る
が
燃
料
高
騰
で
上

が
っ
て
い
る
。通
常
葬
儀
代

1
0
0
万
円
、家
族
葬
で
50
万
円

を
加
え
る
と
、1
2
0
万
円
か
ら

1
5
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
火
葬
場
を
持
っ
て
い
る
自
治

体
に
対
し
て
、予
算
措
置
も
含
め

て
予
約
枠
の
緩
和
な
ど
、私
な
り

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。そ
の

点
し
っ
か
り
と
当
局
も
話
を
ま

詳細は
動画から
チェック!

喜屋武 功　議員
きゃん 　　　 いさお

答

答

答

問

問 ※
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
す
べ
き

■
そ
の
他
に
、あ
や
か
り
の

杜
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、

統
計
課
の
設
置
含
め
統
計
情

報
の
充
実
化
に
つ
い
て
、村

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ス
コ
ッ
ト

の
効
果
と
検
証
に
つ
い
て
質

問
を
し
ま
し
た
。

星座
おうし座

血液型
A型

居住地
島袋

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈11〉

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈10〉

　学
校
長
と
も
す
り
合

わ
せ
し
な
が
ら
、可
能
な

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
９
月
１
日
現
在
、１３
名

の
休
職
者
の
補
充
は
配

置
さ
れ
て
い
る
か
。

　補
充
は
行
っ
て
い
る
。

　
内
閣
府
の
男
女
共
同
参

画
局
が
提
唱
し
て
い
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、職

員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
は
ど

う
か
。

　職
員
の
精
神
的
な
環
境

衛
生
が
、職
務
の
遂
行
、効

率
性
に
も
繋
が
る
。今
後
職
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
は
気
を

つ
け
、職
員
と
の
交
流
も
深
め

て
い
き
た
い
。

と
し
て
今
こ
そ
恩
返
し
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　義
援
金
等
に
つ
い
て
措

置
し
て
い
き
た
い
。

　
A
L
T
講
師
と
担
任
が

進
め
る
授
業
、本
村
の
状

況
は
。

　A
L
T
は
あ
く
ま
で

も
補
助
、小
学
校
で
は
担

任
が
基
本
的
に
授
業
を
進
め

て
い
く
。　

担
任
な
の
で
英
語
専
科

で
は
な
い
先
生
も
い
て
、

得
意
な
先
生
と
で
は
ク
ラ
ス
に

よ
っ
て
差
が
出
る
。そ
う
な
る
と

S
D
G
ｓ
の
目
標
番
号
４「
質
の

高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」と
は
程

遠
く
な
る
。そ
こ
で
提
案
す
る
。

生
徒
の
親
御
さ
ん
に
外
国
の
方

を
見
か
け
る
、そ
の
方
た
ち
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
に
入
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
ど
う
か
。

星座
おとめ座

血液型
AB型

居住地
仲順

ハ
ワ
イ
と
の
姉
妹
都
市
締
結
の
チ
ャ
ン
ス

村
長
　絶
好
の
好
機
だ
と
考
え
る

SDGｓの目標番号４

　
村
長
公
約
の
一
つ
に
、

ハ
ワ
イ
と
の
姉
妹
都
市
締

結
が
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
進
捗

状
況
は
。　具

体
的
な
進
捗
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。

　
村
長
が
就
任
し
、今
年

１２
月
で
３
年
が
経
過
す

る
。ハ
ワ
イ
と
の
交
流
を
期
待
し

て
い
た
子
、学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

大
事
な
時
期
に
公
約
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

　大
変
申
し
訳
な
く
思
う
。

　
平
成
１０
年
か
ら
３
年

間
、我
が
村
の
※
A
L
T
講

師
だ
っ
た
、シ
ャ
ー
リ
ー
さ
ん
を

ご
存
じ
か
。

　記
憶
に
な
い
。

　
２
０
１
８
年
、高
校
２

年
生
だ
っ
た
息
子
が
、ハ

ワ
イ
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
っ

た
際
、奇
跡
的
に
シ
ャ
ー
リ
ー
さ

ん
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。そ
の

当
時
、ハ
ワ
イ
州
の
副
知
事
室
で

勤
め
て
い
た
。今
現
在
も
ハ
ワ
イ

政
府
で
勤
め
、第
９
代
ジ
ョ

シ
ュ・グ
リ
ー
ン
ハ
ワ
イ
州
知
事

の
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
の
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で

す
。我
が
北
中
城
村
と
縁
と
ゆ
か

り
の
あ
る
方
が
、ハ
ワ
イ
州
知
事

の
近
く
で
働
い
て
い
る
。こ
れ
は

姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
た
、前
進

す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
が
。

　非
常
に
絶
好
の
好
機
だ

と
考
え
る
。

　
先
月
８
月
に
ハ
ワ
イ
で

起
き
た
山
火
事
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
が
出
た
。北
中
城
村

問問

問

問

問問

問

問

問 答答

答

答

答答答

答

答

用
語
説
明

※
A
L
T
講
師
と
は
、A
L
T（
ア
シ
ス
タ
ン
ト・ラ
ン
ゲ
ー
ジ・テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
）英
語
指
導
助
手
。

詳細は
動画から
チェック!

比嘉 悟　議員
ひが 　　 さとる

小
学
校
英
語
教
育
は

役
場
職
員
の
業
務
と

人
員
配
置
は



が
具
体
的
な
取
り
組
み
が
見

え
な
い
。昨
年
11
月
か
ら
今
ま

で
の
取
り
組
み
は
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
や
、常
に
広
報
を
通
し

て
P
R
を
行
っ
て
い
る
。

　ご
み
問
題
は
最
も
村
民

生
活
に
密
接
し
た
環
境
問

題
で
あ
る
。北
中
城
村
で
は
草

木
の
資
源
化
を
実
施
し
、今
年

度
か
ら
は
民
間
企
業
と
連
携
し
、

生
ご
み
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
で
の
事
業
な
ど
先
進
地

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
昨
年
、地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
て
ご
み
袋
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
が
、村
民
に
ご

み
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
も
か
ま

わ
な
い
と
誤
っ
た
情
報
を
与
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
が
村
長
の
答
弁
で
は
、

減
量
化
に
つ
い
て
は
他
に
出
来

る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、減
量
化
に
つ
い
て

の
動
き
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
　

　
引
き
続
き
植
物
ご
み

資
源
化
ヤ
ー
ド
の
利
用

促
進
、生
ご
み
処
理
機
の
奨
励

を
図
っ
て
い
る
。実
験
的
に
古

ごみ減量化の取り組みは
村長　※植物ごみ資源化ヤード等の
　　　  利用促進を図っている

　
植
物
ご
み
資
源
化
ヤ
ー

ド
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
。

ま
だ
受
け
入
れ
可
能
か
飽
和
状

態
な
の
か
。

　
受
け
入
れ
る
余
地
は
十

分
に
あ
る
。

　
受
け
入
れ
る
量
を
増
や

す
施
策
は
ま
だ
あ
る
。可

燃
ご
み
の
日
に
家
庭
か
ら
草
木

の
ご
み
出
し
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。そ
こ
を
植
物
ご
み
資
源

化
ヤ
ー
ド
へ
行
く
よ
う
周
知
出

来
な
い
か
。

　
広
報
や
自
治
会
長
会
で

も
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
な

ら
他
に
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

　
草
木
の
一
般
家
庭
か
ら

の
収
集
は
毎
週
木
曜
日
で

あ
る
。収
集
日
を
増
や
す
考
え

は
な
い
の
か
。

星座
おうし座

血液型　
Ｏ型

居住地
島袋

用
語
説
明

※
植
物
ご
み
資
源
化
ヤ
ー
ド
と
は
、株
式
会
社
Ｅ
Ｍ
研
究
機
構
が
北
中

城
村
よ
り
指
定
管
理
業
務
を
受
け
、村
内
島
袋
の「
北
中
城
村
植
物
ご

み
資
源
化
ヤ
ー
ド
」に
お
い
て
、村
内
の
住
宅
や
公
共
施
設
か
ら
出
る

木
枝
な
ど
を
受
け
入
れ
木
材
チ
ッ
プ
や
堆
肥
に
し
て
資
源
の
循
環
を

行
っ
て
い
る
。

答

答答

問答

　
今
後
、回
収
日
の
検
討

も
あ
る
。重
要
な
の
は
住

民
に
対
し
周
知
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。　

ご
み
減
量
化
と
考
え
て

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
で
受
け
入
れ

は
出
来
な
い
か
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
設
定

し
て
い
る
事
業
所
か
ら

の
受
け
入
れ
の
み
検
討
し
て
い

る
。個
人
宅
か
ら
の
受
け
入
れ

に
関
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
事
業

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
と

考
え
る
。

紙
、古
布
回
収
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
天
気
に

左
右
さ
れ
な
い
回
収
方
法
も

行
っ
て
い
る
。

　植
物
ご
み
資
源
化
ヤ
ー

ド
の
利
用
促
進
と
あ
る

問

問問問

問

詳細は
動画から
チェック!

■
そ
の
他
に
避
難
所
開
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

活用強化が必要 植物ごみ資源化ヤード

上間 堅治　議員
うえま 　  けんじ

答答

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈13〉

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈12〉

用
語
説
明

※
公
民
館
と
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
方
々
が
文
化・教
養
、地

域
課
題
等
を
学
ん
だ
り
し
て
、生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、仲
間
づ
く
り

な
ど
を
目
的
と
し
た
社
会
教
育
法
に
基
づ
く
施
設
。

詳細は
動画から
チェック!

災
害
時
の
高
齢
者
の
避
難
対
応

村
長
　災
害
時
の
情
報
伝
達
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

　
台
風
６
号
で
も
、本
村

は
災
害
に
関
す
る
精
力

的
な
情
報
発
信
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、高
齢
者
世
帯
で
の
通

信
手
段
は
、情
報
が
得
ら
れ
な

い
と
い
う
状
況
も
あ
る
。要
支

援
者
が
ど
れ
ほ
ど
必
要
な
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
の
か
疑
問

が
残
る
。今
後
、災
害
情
報
の
伝

達
は
ま
す
ま
す
困
難
を
極
め

る
。災
害
弱
者
は
情
報
弱
者
で

も
あ
る
。情
報
伝
達
の
あ
り
方

に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。　高

齢
者
等
へ
、災
害
時

の
情
報
伝
達
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

者
世
帯
等
へ
、台
風
接
近
の
場
合

は
早
め
の
避
難
を
促
し
た
り
、短

期
入
所
等
の
介
護
保
険
施
設
の
利

用
調
整
な
ど
個
別
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。地
震
な
ど
の
災
害
で
は

自
主
防
災
会
議
等
に
よ
る
互
助

に
よ
る
取
り
組
み
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

　
※
公
民
館
は「
つ
ど
う
」

「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」の
基

本
的
な
役
割
が
あ
る
。公
民
館

が
、地
域
住
民
の
交
流
の
場
、憩

い
の
場
と
し
て
日
常
的
に
利
用

さ
れ
る
た
め
に
、ロ
ビ
ー
、談
話

室
、施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
設
備
が
整
備
さ
れ
、気
楽
に

集
い
、語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
住
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　各
字
に
お
け
る
公
民
館

の
整
備
等
に
関
し
て
は
、

村
予
算
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
な
ど
を
活
用
し
、地
域
活
動

に
必
要
な
備
品
や
施
設
の
整
備

修
繕
を
行
い
、地
域
住
民
の
交
流

の
場
、憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し

や
す
い
公
民
館
整
備
に
努
め
て

い
る
。ハ
ー
ド
面
に
対
し
て
は
、

ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
。ロ
ビ
ー
、談
話
室
等

の
機
能
に
つ
い
て
は
、各
公
民
館

に
お
い
て
不
十
分
な
面
も
み
ら

れ
る
た
め
、予
算
措
置
も
含

め
、今
後
検
討
が
必
要
な
課
題

で
あ
る
。　

公
民
館
は
、地
域
住
民

の
学
び
の
拠
点
で
あ
る
。

地
域
の
諸
活
動
を
支
え
る
機
能

を
十
分
に
果
た
す
た
め
に
は
、公

民
館
職
員
の
常
駐
及
び
常
時
開

放
が
不
可
欠
で
あ
る
。各
公
民
館

が
超
高
齢
化
時
代
に
応
じ
た
役

割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、行
政
の
適
切
な
支
援

が
必
要
で
あ
る
。

　公
民
館
に
お
け
る
施
設

利
用
に
つ
い
て
は
、地
域

の
方
々
が
様
々
に
利
用
し
、利
用

時
間
に
つ
い
て
も
様
々
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。常
駐
と
常
時

開
放
に
つ
い
て
は
、各
自
治
会
の

要
望
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
今
後
、研
究
し
た
い
。

問

答

答

答

問

問

地
域
住
民
に
親
し
ま

れ
る
公
民
館
の
運
営

大城 律也　議員
おおしろ   りつや

星座
みずがめ座

血液型
A型

居住地
熱田

■
そ
の
他
に
、ハ
ワ
イ
・
マ

ウ
イ
島
火
災
支
援
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

台風６号避難者に準備されたテント（村立中央公民館）



　
現
在
ネ
ッ
ト
で
夜
間
小

児
科
外
来
を
検
索
す
る
と
、

那
覇
市
立
病
院
か
南
部
医
療
セ

ン
タ
ー
し
か
な
く
♯
8
0
0
0

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

医
療
機
関
の
負
担
軽
減
が
で

き
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ご
存

じ
か
。　

子
ど
も
が
発
熱
し
た

場
合
、電
話
で
保
健
師
や

医
師
が
対
応
し
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
事
業
。

　
平
日
が
19
時
か
ら
翌
朝
の
8

時
ま
で
、土
日
・
祝
日
24
時
間

対
応
に
な
っ
て
い
る
。

　
多
く
の
子
育
て
世
代
に
、

困
っ
た
時
は
♯
8
0
0
0

と
い
う
こ
と
を
周
知
す
べ
き
と

考
え
る
。役
場
庁
舎
内
で
も
目

に
つ
く
と
こ
ろ
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
村
の
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
、子
ど
も
救
急
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
に
も
付
け
加
え
る
こ

　
村
道
は
村
民
の
生
活
を

支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤

で
あ
り
、そ
こ
に
あ
る
小
規
模

構
造
物
が
塩
害
な
ど
に
よ
っ
て

劣
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
小
規
模
構
造
物
で
あ
る
街

灯
は
ど
れ
く
ら
い
の
数
が
あ
る

か
、点
検
な
ど
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。　

村
が
管
理
す
る
街
灯
は

全
部
で
１
８
１
基
で
す
。

集
落
内
の
防
犯
灯
な
ど
自
治
体

管
理
な
ど
の
も
の
で
把
握
し
て

い
る
も
の
は
７
０
９
基
あ
り
ま

す
。年
2
回
を
基
本
と
し
、台
風

通
過
後
に
実
施
し
て
い
る
。分

電
盤
の
中
の
確
認
は
基
本
的
に

は
行
っ
て
い
な
い
。過
去
に

遡
っ
て
点
検
を
実
施
し
た
か
と

確
認
出
来
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

点
検
す
る
に
も
費
用
が
か
か
り

用
語
説
明

※
♯
８
０
０
０
と
は
、子
ど
も
緊
急
電
話
相
談
の
こ
と
で
、小
さ
な
お
子

さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、子
ど
も
の

急
な
病
気（
発
熱
、下
痢
、嘔
吐
、け
い
れ
ん
等
）、ケ
ガ
に
関
す
る
相
談
に

対
し
、経
験
豊
か
な
看
護
師
、ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
平
日
夜
間・休
日
の
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
。

問問 答

実
際
に
は
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い

な
い
。　

費
用
が
か
か
る
な
ら
、

国
土
強
靱
化
事
業
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、今
後
の
災
害

に
備
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
国
土
強
靭
化
も
そ
う

で
す
が
、今
い
ろ
い
ろ
な

設
備
の
中
で
L
E
D
な
ど
の

長
寿
命
化
の
取
組
み
を
し
て

い
る
。

と
を
提
案
す
る
。

　
県
が
第
8
次
医
療
計
画
で
、

中
部
病
院
に
小
児
科
救
急
を
計

画
し
て
い
る
。誰
で
も
２４
時
間
安

心
し
て
医
療
に
か
か
る
こ
と
の

で
き
る
医
療
体
制
を
確
立
さ

せ
る
た
め
に
も
、我
が
村
や
近

隣
市
町
村
含
め
て
♯
８
０
０
０

の
周
知
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

♯
8
0
0
0
の
周
知
方
法
は
ど

う
考
え
る
か
。

　
出
産
前
後
や
訪
問
時
に

配
布
し
て
い
る
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
中
に
#
８
０
０
０
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
が
あ
る
と
記

載
さ
れ
て
お
り
、小
児
科
医
の

負
担
軽
減
を
図
る
意
味
で
な
る

べ
く
自
分
た
ち
で
解
決
出
来

る
よ
う
に
説
明
も
十
分
に
し

て
い
る
。

答

答 問

問

詳細は
動画から
チェック!

屋良 朝春　議員
やら 　　 ともはる

小児科の負担軽減策
♯8000を周知せよ
村長　説明も十分にしている

星座
うお座

血液型
O型

居住地
渡口

♯８０００の周知ポスター

答

村
の
街
灯
点
検
は

十
分
か

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈15〉

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈14〉

EMホテル近くの村道アスファルトの割れ目

星座
しし座

血液型
A型

居住地
喜舎場

用
語
説
明

※
放
置
自
動
車
の
発
生
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
と
は
、

放
置
自
動
車
の
発
生
の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、村
の
自
然
環
境
及
び
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

詳細は
動画から
チェック!

喜
舎
場
地
区
の
地
滑
り
区
域
に
関
し
て

村
長
　
地
滑
り
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
県
が
主
体

　
あ
や
か
り
の
杜
か
ら

E
M
ホ
テ
ル
ま
で
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
村
道
が
気
に
な

る
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
が

上
か
ら
下
に
割
れ
目
が
で
き
始

め
、今
で
は
は
っ
き
り
と
目

立
っ
て
い
る
。決
し
て
危
険
性

を
煽
る
つ
も
り
で
は
な
い
。あ

や
か
り
の
杜
あ
た
り
か
ら
E
M

ホ
テ
ル
ま
で
の
村
道
や
そ
の
周

辺
を
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
あ
や
か
り
の
杜
あ
た

り
か
ら
E
M
ホ
テ
ル
ま

で
の
村
道
や
、そ
の
周
辺
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
定
期
的

で
は
な
い
が
、台
風
や
大
雨
の

際
に
は
巡
視
確
認
を
実
施
し
て

い
る
。

　
そ
の
周
辺
は
喜
舎
場
の

地
滑
り
区
域
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、県
の
管
轄
な
の
か
。

　
地
滑
り
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、県
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
何
度
か
取
り

上
げ
て
き
た
が
、依
然
と

し
て
処
理
さ
れ
て
い
な
い
。車

両
番
号
も
し
っ
か
り
つ
い
て
い

る
が
所
有
者
に
は
、連
絡
は
つ

い
て
い
る
の
か
。

　
現
在
調
査
中
の
た
め
、

ま
だ
所
有
者
へ
連
絡
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
そ
の
放
置
さ
れ
た
車
両

は
、村
当
局
が
勝
手
に
動

か
せ
る
か
。

　
勝
手
に
動
か
す
こ
と
は

出
来
な
い
。

　
法
的（
条
例
）に
動
か
せ

な
い
か
。

　
村
の
※
放
置
自
動
車
の

発
生
防
止
及
び
適
正
な
処

理
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

撤
去
は
可
能
。

　
村
民
の
ほ
と
ん
ど
が
そ

の
計
画
に
賛
成
と
思
う

が
、あ
え
て
問
う
が
マ
イ
ナ
ス

点
も
あ
る
か
。

　
中
部
広
域
都
市
計
画
区

域
に
移
行
し
た
場
合
、現

行
に
比
べ
て
開
発
規
制
が
緩
く

な
る
こ
と
か
ら
、無
秩
序
な
開

発
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
中
城
城
跡
の
こ
と
だ

が
、以
前
は
収
支
５
対
５

で
分
け
合
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
。

　
面
積
按
分
で
、中
城
村

９
、北
中
城
村
１
の
割
合

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
が
分
か
れ

ば
、説
明
を
求
め
る
。

　
中
城
城
跡
の
管
理
協
議

会
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、そ
の
資
料
が
管
理
協
議

会
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

問

問問

問問

答答

答答答

答答

答

問問問

比嘉 義弘　議員
ひが       よしひろ

放
置
車
両
は

中
部
広
域
都
市
計
画

へ
の
移
行
等
に
関
し
て



の
か
は
、先
生
方
の
ほ
う
で
判

断
し
て
、全
体
一
律
で
行
う
性

教
育
を
取
り
扱
っ
た
教
科
の
内

容
で
指
導
し
て
い
る
。個
別
で

重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
連
携
も
図
り
な

が
ら
の
指
導
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
る
。　

内
閣
府
が
実
施
す
る

沖
縄
の
子
ど
も
の
貧
困

緊
急
対
策
事
業
で
、新
た
に

　
妊
娠
を
め
ぐ
る
状
況
は

女
子
に
と
っ
て
圧
倒
的
に

不
利
。心
の
ケ
ア
と
併
せ
て
社

会
制
度
や
性
教
育
の
整
備
が
急

が
れ
る
。本
村
に
お
け
る
直
近

5
年
間
の
※
若
年
妊
娠
と
出
産

の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

　本
村
に
お
け
る
若
年

妊
娠
数
は
9
名
、出
産
数

が
7
名（
2
名
は
出
産
前
に
転

出
）。

　「
予
期
せ
ぬ
妊
娠
」を

防
止
す
る
た
め
に
、学
校

に
お
け
る
性
教
育
は
極
め
て
重

要
だ
と
考
え
る
。

　性
教
育
に
つ
い
て
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。今
後
も
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
性
教
育
を
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
　

学校における性教育は極めて重要
教育長　発達段階に応じた
　　　　性教育を実施していく

「
10
代
20
代
の
女
性
の
避
妊
に

関
す
る
相
談
支
援
事
業
」が
加

わ
っ
た
が
、本
村
の
取
り
組
み

と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　本
村
の
支
援
に
お
け

る
事
業
を
実
施
す
る
団

体
へ
つ
な
げ
た
事
例
等
は
把
握

し
て
い
な
い
。個
別
相
談
に
お

い
て
必
要
な
事
例
が
あ
り
ま
し

た
ら
連
携
し
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
相
談
事
業
と
は
、

L
I
N
E
や
メ
ー
ル
で

社
会
福
祉
士
等
の
専
門
家
が
対

応
す
る
。ま
た
、避
妊
リ
ン
グ
等

に
も
対
応
し
て
い
る
。村
民
へ

の
周
知
は
さ
れ
た
の
か
。

　事
業
と
し
て
始
ま
っ

た
ば
か
り
な
の
で
、今
後

の
課
題
と
し
て
周
知
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
　

星座
みずがめ座

血液型　
A型

居住地
安谷屋

用
語
説
明

※
若
年
妊
娠
と
は
、20
歳
未
満
の
妊
娠
を
若
年
妊
娠
と
定
義
し
て
い
る
。

若
年
者
の
妊
娠
は
、本
人
が
望
む
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
本
人
と
周
囲
の

人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

問問

問

問

答答

　
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
、男
女
が
等
し
く

生
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、本

村
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
事
業

計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
。

　行
政
と
し
て
支
援
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、福

祉
課
の
ほ
う
で
も
か
な
り
の
事

業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、さ
ら

に
支
援
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、制
度
等
も
検
討
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

　
現
場
の
教
師
達
は
、早

い
う
ち
か
ら
性
教
育
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、

19
歳
以
下
の
県
内
の
若
年
妊
娠

の
出
生
数
は
年
間
４
０
０
件
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
中
学
終

了
ま
で
に
は
、一
定
レ
ベ
ル
の

性
教
育
が
必
須
だ
と
強
調
さ
れ

て
い
る
が
。　本

村
に
お
け
る
子
ど

も
達
に
ど
れ
が
必
要
な

詳細は
動画から
チェック!

沖縄県 若年にんしんSOS の案内

平安山 和美　議員
へんざん 　　 かずみ 問答

答答

問答

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈17〉

北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈16〉

用
語
説
明

※
隠
れ
待
機
児
童
と
は
、保
育
園
に
入
園
を
希
望
し
て
も
入
れ
な
か
っ

た
の
に
待
機
児
童
の
対
象
に
含
ま
れ
な
い
児
童
の
こ
と
。待
機
児
童
に

該
当
し
な
い
理
由
に
、特
定
の
保
育
園
を
希
望
し
て
い
る
、保
護
者
が
求

職
活
動
を
休
止
し
て
い
る
等
の
理
由
が
あ
る
。

詳細は
動画から
チェック!

第
２
し
ま
ぶ
く
学
童
ク
ラ
ブ
の
暫
定
措
置
と
は

村
長
　
待
機
児
童
を
緊
急
的
に
解
消
す
る
必
要
と
の
判
断

　
第
２
し
ま
ぶ
く
学
童
ク

ラ
ブ（
定
員
３５
人
）の
暫
定

措
置
に
つ
い
て
。

　
利
用
ニ
ー
ズ
の
増
加
を

受
け
昨
年
度
子
ど
も
・
子

育
て
計
画
、事
業
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、整
備
は
引
き
続
き
行
う

必
要
が
あ
る
と
の
変
更
で
あ
っ

た
。島
袋
小
学
校
区
内
に
か
な
り

の
待
機
児
童
数
の
た
め
今
回
待
機

を
緊
急
に
解
消
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
判
断
を
行
い
、し
ま
ぶ
く

学
童
ク
ラ
ブ
を
拡
充
運
営
す
る
計

画
を
打
ち
出
し
、し
ま
ぶ
く
学
童

と
一
体
の
第
２
し
ま
ぶ
く
学
童
と

い
う
形
の
運
営
を
お
願
い
し
た
。

　
保
育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
今
後
の
具
体
的
な
対
策

対
応
に
つ
い
て
、隠
れ
待
機
児
童

が
一
番
の
問
題
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
か
。　

１０
月
１
日
現
在
待
機
児

童
数
、約
１5
人
程
度
増
加

見
込
。５
年
に
１
回
見
直
し
ニ
ー

ズ
調
査
に
お
い
て
、全
て
の
未
就

学
児
の
父
母
に
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
。　

中
学
生
通
学
バ
ス
に
つ

い
て
全
村
を
網
羅
し
た
計

画
進
捗
状
況
は
。

　
村
通
学
バ
ス
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、車

両
購
入
や
運
転
手
確
保
な
ど
の

財
政
面
を
考
え
段
階
的
に
取
組

む
予
定
。小
学
校
低
学
年
か
ら
小

学
校
全
学
年
、そ
の
後
中
学
校
運

行
を
計
画
し
て
い
る
。現
在
9
月

4
日
か
ら
北
中
城
小
学
校
低
学

年
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
。

　
バ
ス
運
行
、従
来
の
3

か
所
乗
降
す
る
場
所
に
戻

し
て
ほ
し
い
と
検
討
で
き
る
か
。

　
現
在
の
利
用
者
の
状

況
、利
用
者
数
を
見
な
が

ら
今
後
受
託
業
者
と
相
談
検
討

し
た
い
。　

幼
稚
園
バ
ス
の
安
全
安

心
と
、万
が
一
事
件
事
故

の
際
の
対
策
対
応
が
大
変
危
惧

さ
れ
る
が
具
体
的
な
取
組
み
は
。

　
幼
稚
園
バ
ス
の
安
全
安

心
に
つ
い
て
は
置
き
去
り

防
止
装
置
取
付
け
を
今
年
度
行

う
予
定
。女
性
で
も
使
え
る
催
涙

ス
プ
レ
ー
を
配
備
、通
報
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
１
１
０
番
へ
緊

急
通
報
す
る
非
常
通
報
装
置
の

導
入
検
討
を
行
っ
て
い
る
。サ

ポ
ー
ト
体
制
は
近
隣
施
設
と
の

連
携
対
応
や
、不
審
者
対
応
訓
練

へ
参
加
、不
審
者
対
応
へ
指
導
な

ど
行
っ
て
い
る
。令
和
３
年
度
各

学
校
、園
も
含
め
て
学
校
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
作
成
す

る
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出

ま
し
た
。ま
ず
は
最
優
先
で
子
ど

も
を
逃
が
す
、そ
れ
に
加
え
て
先

生
方
も
絶
対
に
身
を
挺
し
て
抑

え
込
み
に
行
か
な
い
よ
う
に
指

導
徹
底
し
て
全
て
の
学
校
に
通

知
し
て
い
る
。

問

問

問

答答

答

答

答

問

問

※
隠
れ
待
機
児
童
が

一
番
の
問
題

小
学
校
低
学
年
の
運

行
が
ス
タ
ー
ト

子
ど
も
達
の
安
全
安
心

と
女
性
の
職
場
、日
々

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

山田 晴憲　議員
やまだ 　 はるのり

星座
てんびん座

血液型
O型

居住地
島袋

第２しまぶく学童クラブ



　
給
食
費
は
現
在
、半
額

補
助
、準
要
保
護
世
帯
へ

全
額
補
助
を
実
施
し
て
い
る
が

消
費
税
の
引
上
げ
、食
材
価
格
上

昇
が
あ
り
、栄
養
価
を
満
た
す
献

立
の
作
成
が
難
し
い
状
況
に

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。６
月
頃
、

量
が
少
な
く
な
っ
た
り
、部
活
動

を
し
て
い
る
子
は
お
に
ぎ
り
を

持
参
し
て
対
応
し
て
い
る
と
お

聞
き
し
た
が
、給
食
の
量
が
減
っ

た
の
は
事
実
か
。

　品
数
は
減
っ
た
が
、エ

ネ
ル
ギ
ー
量
が
減
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
に
、小
中
学
校
の

部
活
動・ス
ポ
ー
ツ
団
に
つ

い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
運
営
状

況
に
つ
い
て

　
近
年
、一
般
的
に
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

※
N
F
T
。こ
の
技
術
を
活
用
し

て
、本
部
町
は
地
域
の
特
色
を
織

り
込
ん
だ
作
品
、シ
リ
ア
ル
ナ
ン

バ
ー
入
り
の
泡
盛
を
購
入
で
き

る
権
利
な
ど
を
販
売
。そ
の
売
り

上
げ
の
一
部
は
、本
部
町
に
寄
附

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
財
源

を
確
保
で
き
る
仕
組
み
と
な
る
。

そ
こ
で
、本
村
で
も
人
を
呼
び
、

資
金
を
生
み
出
す
新
た
な
地
方

創
生
が
で
き
な
い
か
提
案
す
る
。

　例
え
ば
、ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
北
中

城
村
デ
ジ
タ
ル
会
員
証
を
発
行

し
、本
村
の
現
有
財
産
を
活
用
。

特
典
を
つ
け
て
価
値
の
あ
る
も

の
と
し
て
評
価
、購
入
さ
れ
れ
ば
、

資
金
循
環
が
生
ま
れ
地
方
創
生

に
つ
な
が
る
も
の
。他
の
自
治
体

の
事
例
も
参
考
に
検
討
す
る
。

　
北
中
城
村
に
合
っ
た
や

り
方
で
ま
ず
、デ
ジ
タ
ル

　大
変
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア

だ
と
思
う
。そ
の
事
例
だ

け
で
は
な
く
、E
M
ホ
テ
ル
等
と

の
商
品
、あ
る
い
は
そ
こ
に
リ

ピ
ー
タ
ー
が
入
っ
て
く
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
思
う
。前

向
き
に
考
え
た
い
。

　
今
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
物
や
農
産
物
を
売
る

と
い
う
こ
と
で
、沖
縄
県
の
課
題

で
送
料
の
コ
ス
ト
が
あ
り
、物
価

高
騰
で
マ
イ
ナ
ス
面
が
出
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。物
を
売
る
と

い
う
よ
り
は
、北
中
城
村
に
足
を

運
ん
で
頂
い
て
、体
験
や
観
光
を

返
礼
品
と
す
る
事
は
ど
う
か
。

　今
ふ
る
さ
と
納
税
で
も

マ
グ
ロ
釣
り
や
E
M
ホ
テ

ル
の
ス
パ
体
験
ツ
ア
ー
も
あ
る

が
、ぜ
ひ
研
究
し
な
が
ら
今
後
検

討
し
た
い
。

近年、注目を集めるNFT

用
語
説
明

※
N
F
T
と
は
、（N

on-Fungible Token

：
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）

ネ
ッ
ト
上
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
作
品
が
複
製
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
と
証
明
で
き
る
仕
組
み
。こ
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
に
資
産
価
値
が
つ
い
て
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

答

答

問答

会
員
証
を
１
口
1
，0
0
0
円
で

発
行
し
て
、そ
の
返
礼
と
し
て
村

長
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
モ
ー
ト
、

対
話
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

ま
た
、め
ぐ
り
ん
バ
ス
を
無
料
で

乗
車
で
き
、中
城
城
跡
、中
村
家

を
観
光
し
て
北
中
城
村
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
と
こ
ろ
も
展
開

で
き
る
が
。

問

問

問

答

詳細は
動画から
チェック!

NFTを活用した新たな地方創生を
村長　大変いいアイディア、前向きに考えたい

川上 龍太　議員
かわかみ  りょうた

星座
やぎ座

血液型
O型

居住地
大城

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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北中城村議会　9月定例議会　一般質問

〈18〉

星座
みずがめ座

血液型
Ａ型

居住地
島袋

用
語
説
明

※
観
光
周
遊
バ
ス
と
は
、本
村
で
は「
グ
ス
ク
め
ぐ
り
ん
」の
愛
称

で
知
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。喜
舎
場
廻
り
、島
袋
廻
り
の

２
ル
ー
ト
が
あ
り
、各
ル
ー
ト
と
も
１
日
６
便
が
年
中
無
休
で
運

行
し
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

学
校
給
食
費
無
償
化
の
実
施
を

　
村
長
が
公
約
に
掲
げ
た

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
村
で
給
食
費
の
半
額
補

助
と
併
せ
て
準
要
保
護
世

帯
へ
の
全
額
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。最
近
の
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
食
材
費
が
増
加
し
給

食
費
で
は
賄
う
こ
と
が
で
き

ず
、そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
も

補
填
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
の
給
食
費
無

償
化
は
財
源
な
ど
の
面
か
ら
厳

し
い
状
況
だ
が
、国
や
県
の
動

向
、次
年
度
の
交
付
金
の
有
無

を
見
極
め
な
が
ら
私
の
公
約
で

あ
る
給
食
費
無
償
化
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
給
食
費
の
半
額
補
助

は
、小
中
学
校
合
わ
せ
て

対
象
人
数
と
要
保
護
児
童
・
生

徒
を
合
わ
せ
た
数
と
費
用
は
。

　
全
児
童
生
徒
数
が
１
，

2
9
0
人
、令
和
４
年
度

実
績
で
２
，７
４
５
万
６
，０
０

０
円
の
半
額
補
助
を
行
っ
て
い

る
。要
保
護
・
準
要
保
護
の
人
数

が
４
1
4
人
で
補
助
額
１
，９
０

１
万
４
，９
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
確
か
に
高
額
で
あ
る
と

思
う
。村
政
を
引
き
継
い

だ
後
、財
政
運
営
に
関
す
る
課
題

に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。こ
れ
は
財
政
問
題
だ
と

思
う
が
。　

一
挙
に
ま
た
増
額
と
い

う
こ
と
は
、大
変
な
財
政

負
担
が
あ
り
段
階
的
に
や
っ
て

い
く
と
か
、無
償
化
に
つ
い
て

は
、県
知
事
の
公
約
で
も
あ
り
、

中
部
市
町
村
会
で
も
県
知
事
と

の
意
見
交
換
会
で
早
急
に
や
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
は
し
て

い
る
。　

子
ど
も
が
貧
困
化
し
て

家
庭
の
中
で
１
日
分
の
栄

養
が
摂
れ
な
く
て
不
足
し
て
い

る
子
も
い
る
。せ
め
て
１
食
は
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
を
賄
っ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
が
あ
る
。お
金
が

な
か
な
か
工
面
で
き
な
い
と
い

う
の
が
あ
る
の
か
。

　
背
景
に
は
、解
決
す
べ

き
事
業
が
あ
る
。ア
リ
ー

ナ
問
題
、用
地
取
得
事
業
こ
れ

に
対
す
る
資
金
準
備
が
ま
だ
ま

だ
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、ご
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
ル
ー
ト
の
拡
大
と
運
行

時
間
の
見
直
し
は
。

　
今
年
度
運
行
ル
ー
ト
、

時
間
帯
を
含
む
見
直
し
を

再
検
討
し
て
い
る
。

　
北
中
城
・
普
天
間
高
校
、

そ
の
他
通
学
す
る
高
校
生

へ
利
便
性
を
図
っ
て
ほ
し
い
が
。

　
早
便
の
時
間
帯
、大
幅

な
ル
ー
ト
変
更
に
な
る
こ

と
な
ど
、運
営
費
用
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

問

問問

問

答答

答

答答

答

問問

■
そ
の
他
に
、島
袋
地
区

の
上
原
山
の
土
砂
災
害
、

昼
食
時
間（
窓
口
業
務
）の

業
務
拡
大
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

喜屋武 すま子　議員
きゃん           すまこ

※
観
光
周
遊
バ
ス
実
証

実
験
に
つ
い
て
伺
う

学校給食費無償化の実施を

村
長
　
国
や
県
の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く



　北
中
城
村
議
会

だ
よ
り
を
い
つ
も
ご

覧
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
議
会
広
報
調

査
特
別
委
員
会
は
、

村
議
会
を
振
り
返

り
、そ
の
内
容
を
村

民
の
皆
さ
ま
に
お
伝

え
す
る
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。村
議
会
で

ど
の
よ
う
な
課
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
、ど
う
議
論
さ
れ
た

か
を
あ
り
の
ま
ま
編
集
し
、

内
容
も
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
に
は
、「
デ
ザ
イ
ン
が
良
く

な
っ
た
ね
」「
読
み
や
す
く
な
っ

た
」な
ど
の
嬉
し
い
声
も
寄
せ

ら
れ
、皆
さ
ま
の
声
が
私
達
の

励
み
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
、村
議
会
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、北
中
城

村
を
よ
り
良
い
村
へ
皆
さ
ま

と
一
緒
に
築
き
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、い
つ
で
も
村
議
会

議
員・議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　今
後
と
も
、ご
愛
読
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

委
員

川
上 

龍
太

編集後記

議会の主な動き（6月～8月）

〈20〉

・北中城村交通安全推進協議会（６月５日）
・中城北中城消防組合臨時議会（６月６日）
・一般社団法人北中城村シルバー人材センター
  定期総会（６月７日）
・沖縄「平和の礎」名前を読み上げる集い（６月８日）
・第４回６月定例議会（６月９日～２０日）
・一般社団法人北中城村観光協会定時総会（６月１５日）
・第３９回ふれあいクリーンアップ大作戦（６月１８日）
・沖縄全戦没者追悼式（６月２３日）
・沖縄県緑化推進委員会北中城村支部定期総会
 （６月３０日）
・北中城村商工会の「地元産品奨励及び地元企業
  優先使用」の要請受け入れ（７月３日）
・北中城村育英会理事会（７月３日）

・北中城村交通安全推進協議会（６月５日）
・中城北中城消防組合臨時議会（６月６日）
・一般社団法人北中城村シルバー人材センター
  定期総会（６月７日）
・沖縄「平和の礎」名前を読み上げる集い（６月８日）
・第４回６月定例議会（６月９日～２０日）
・一般社団法人北中城村観光協会定時総会（６月１５日）
・第３９回ふれあいクリーンアップ大作戦（６月１８日）
・沖縄全戦没者追悼式（６月２３日）
・沖縄県緑化推進委員会北中城村支部定期総会
 （６月３０日）
・北中城村商工会の「地元産品奨励及び地元企業
  優先使用」の要請受け入れ（７月３日）
・北中城村育英会理事会（７月３日）

A Sustainable,
Progressive and
Rural village with sunrise views

・農を活かした健康・福祉の里づくり推進事業
 第一段階予定地安全祈願地鎮祭（７月４日）
・令和５年度北中城村青少年育成村民大会（７月６日）
・第５回７月臨時議会（７月１２日）
・中城北中城共同まちづくり住民説明会（７月２１日）
・第２７回しまくとぅば語やびら大会（７月２２日）
・中城北中城消防組合消防庁舎建設事業安全祈願
 祭（７月２６日）
・中城北中城消防組合臨時議会（７月２７日）
・葛巻町青少年姉妹町村訪問研修団歓迎会（８月７日）
・沖縄県商工会連合会設立５０周年記念事業「地域
 経済活性化サミット」（８月９日）
・宜野座村議会議員行政視察研修受け入れ
 （８月１８日）
・北中城村都市計画審議会（８月３１日）　など

・農を活かした健康・福祉の里づくり推進事業
 第一段階予定地安全祈願地鎮祭（７月４日）
・令和５年度北中城村青少年育成村民大会（７月６日）
・第５回７月臨時議会（７月１２日）
・中城北中城共同まちづくり住民説明会（７月２１日）
・第２７回しまくとぅば語やびら大会（７月２２日）
・中城北中城消防組合消防庁舎建設事業安全祈願
 祭（７月２６日）
・中城北中城消防組合臨時議会（７月２７日）
・葛巻町青少年姉妹町村訪問研修団歓迎会（８月７日）
・沖縄県商工会連合会設立５０周年記念事業「地域
 経済活性化サミット」（８月９日）
・宜野座村議会議員行政視察研修受け入れ
 （８月１８日）
・北中城村都市計画審議会（８月３１日）　など

　９月定例議会（決算議会）で上程された決算書は、令和４年４月１日～令
和５年３月３１日までに執行した事業の歳入・歳出審査が主である。一般会
計については、決算審査特別委員会を設置し議長を除く全議員で審査、特
別会計については、所管する常任委員会で審査した。結果、今回は指摘事
項もなく全ての決算書が全会一致で認定された。
　実は、昨年の9月定例議会においては、3年連続同様な指摘事項があり

早々に改善策を講じて対処するよう附帯意見を付して認定した経緯がある。
　その附帯意見に対して当局は直ちに改善に取り組んだことを文書で議会へ報告があった。
これまで何度か附帯意見を付して認定したことがあるが、議会へ報告書が提出されたこと
は私の記憶では一度もなく今回が初めてである。
　議会で指摘された事項について早々に改善策を講じたことが今回の結果に繋がったので
しょう。これからもしっかりと監視をしていきたい。

議長の
部屋

北中城村議会議長
比嘉 義彦

令和５年9月定例議会を振り返って

議会HPは
コチラから
Check!
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~QRコードの読み取り方法~
（1）カメラアプリや
　 QRコード読み取りアプリを起動する
（2）カメラをQRコードに向ける
（3）表示されたリンクを押す
※機種によって操作方法が異なります。
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